
国立がん研究センター 中央病院 

被災地からの患者受け入れ状況 

 (2011 年 3 月 17 日～) 

 

【お知らせ】 

造血幹細胞移植を必要とする患者の受け入れは、あと 1 名可能です。 

それ以外のがん種の患者の受け入れについては、主治医から当センター診療科の 

 科長・副科長へお問い合わせください。 

 

 

3 月 17 日  

  入院 2 名 

 急性骨髄性白血病（福島医大から） 

 右精巣腫瘍（東北大学から） 

外来 3 名 

食道がん（福島医大から） 

直腸がん（日立総合病院から） 

胆管細胞がん（福島労災病院から） 

 

3 月 18 日 

  外来 2 名 

   食道がん（総合南東北病院から） 

 上行結腸がん（福島労災病院から） 

 

3 月 22 日 

  入院 1 名 

    急性骨髄性白血病（福島県立医科大学附属病院から） 

  外来 6 名 

    直腸がん（常磐病院から） 

    胃がん（福島労災病院から） 

    右肺扁平上皮がん（かしま病院から） 

    乳がん再発の疑い（いわき市立総合磐城共立病院から） 

    乳がん（福島県立大野病院） 

    食道がん（水戸医療センターから） 



 

3 月 23 日 

  外来 4 名 

    肺の異常陰影（仙台医療センターから） 

    子宮体がん（東北大学病院から） 

    腹部腫瘤（筑波大学附属病院から） 

    肺がん（かしま病院から） 

  入院 1 名（宮城県気仙沼市在住で当院通院加療中の患者） 

    肺がん【交通手段が無くなってしまったため、自衛隊ヘリで立川駐屯地に搬送、 

        その後、救急車で当院へ】 

 

3 月 24 日 

   外来 5 名 

     甲状腺がん（星総合病院から） 

     乳がん（かしま病院から） 

     十二指腸腫瘍 

     原始神経外胚葉性腫瘍（福島医科大学附属病院から） 

 肝体部がん・慢性骨髄性白血病（仙台医療センターから） 

 

3 月 28 日 

  入院 2 名 

    食道がん・胃がん（いわき市立総合磐城共立病院から） 

    骨盤内軟部組織悪性腫瘍（福島労災病院から） 

   

3 月 29 日 

  入院 1 名 

    乳がん（櫛田病院から） 

 

3 月 30 日 

  外来 1 名 

    前立腺がん（仙台社会保険病院から） 

 

3 月 31 日 

  外来 2 名 

    肺がんの疑い・食道がんの疑い（仙台画像検診クリニックから） 

    胃がん（石巻市立病院から） 



 

4 月 4 日 

  外来 1 名 

    子宮体がん（宮城県立がんセンターから） 

 

4 月 6 日 

  外来 1 名 

    肺がん（福島県立医科大学付属病院から） 

 

4 月 7 日 

  外来 1 名 

    脳腫瘍（宮城県立がんセンターから） 

  入院 1 名 

食道がん（岩手県立大船渡病院から） 

 

4 月 15 日 

  外来 1 名 

 乳がん（東北大学病院から） 

 

4 月 25 日 

  外来 1 名 

    結腸がん（渡辺病院から） 

 

5 月 6 日 

  外来 1 名 

    骨髄異形成症候群（福島県立大野病院から） 

 

5 月 13 日 

  外来 2 名 

    前立腺がん（いわき泌尿器科病院） 

左腎細胞がん・転移性肺腫瘍（釜石病院） 

 

5 月 18 日 

  外来 1 名 

 胃がん（不明） 



被災地がん患者の受け入れ：造血幹細胞移植（2 例） 

 

患者入院施設：福島県立医科大学 

患者搬送理由：薬剤供給不足、断水などインフラの問題で、

新規の造血幹細胞移植を行うことが困難。 

 

 

＜1 例目＞ 

患者：30 歳代女性 

患者在住地：福島県 

病名：急性骨髄性白血病・第一再発期 

予定治療：3 月最終週に造血幹細胞移植（さい帯血移植） 

 

3 月 17 日、午前 10 時 18 分、福島県出発、 

木場のヘリポートを経て 

同日 正午ごろ、当院に到着。 

 

 



＜２例目＞ 

患者：40 歳代男性 

患者在住地：福島県 

病名：急性骨髄性白血病・第二寛解期 

予定治療：3 月最終週に非血縁骨髄移植 

 

3 月 22 日（火）早朝、福島県を出発、 

同日午後 1 時ごろ、当院に到着。 

 


